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【目的】

同民の生活習慣やリスク要因は時代とともに変化しており、地域や世代間の格差が生じている

と考えられる。 都道府県別の平均寿命の格差についてその要因を断面で検討した研究はいくつか

あるが、経年的に平均寿命 と生活習慣等 との関連を検討した研究は見当たらない。 また健康格差

縮小の観点で、 都道府県別の死亡率や生活習唄の推移を都道府県単位の社会経済指標別に比較し

た研究は行われてい ない。

本ワ ー キンググルー プ(WG)では、 日本国民 を代表 する標本による国民健康・栄簑調査

(2002年まで国民栄程調森）デー タの約20年間の推移を都道府県別の平均寿命別に分析するこ

と、また 都道府県別の死亡率お よび生活習慣要因の推移を都道府県単位の1人当り県民所得別 お

よび生活保護の被保護者 割合別に比較することにより、 国民の生活習慣病リスク要因の変化を生

態学的に明らかにすることを目的とした。

【対象と方法】

1. 都道府県単位の平均寿命別にみた 国民健康・栄挫調査結果における 生活習慣等の推移

国民健康・栄簑調査（国民栄姜調査）の 1995-2016 年の結果について、1995-1997年(1期）、

1999-2001年(2期）、2003-2005年(3期）、2007-2009年(4期）、2012年(5期）、2016年(6期）

の14年 分を分析対象とした 1,2)。

2000年の都道府県別平均寿命による四分位別 （以下、 平均寿命四分位別）に、 body mass index 

(BMl）、野菜摂取拭、食塩摂取品、歩数、現在習慣的に喫煙している者の割合（ 喫煙者 割合）、現

在飲酒者の割合 （飲酒者 割合）の推移を比較した。 これ らの数値また は割合の比較においては、

平均寿命四分位別の平均値の高低について、 平均寿命 をさらに延伸させる と想定される場合を健
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